
1997年、育児サークルを母体にして編集
プロダクションを創業、2003年法人化。子
育て・暮らし・健康など、社会参画をめざす
女性のために役立つ情報や企画を提案・発信。
その後もひとり親支援、男女共同参画推進、
子育て支援などに取り組む。
2016年の熊本地震では、発災直後から熊
本市の男女共同参画センター（指定管理）と
して、性被害防止の啓発や避難所の環境改善
に取り組んだ。その後も県内外で男女共同参
画の視点を活かした防災・減災の周知に務め
ている。
令和4年、熊本地震の被災地である益城町
に拠点を移し活動中。

①団体の紹介 熊本県 有限会社ミューズプランニング

ビジョン：すべての女性が自分らしく輝ける社会へ

企画・制作・編集デザイン

子育て情報誌・生活情報誌・男女共同参画啓発誌

女性の自立支援・人材育成事業

男女共同参画の視点に立った防災出前講座

女性防災リーダー育成プロジェクトRin

くまもとチャレンジャーAWARD（創業支援）

指定管理・委託事業

熊本県民交流館パレア男女共同参画センター

熊本市男女共同参画センターはあもにい

熊本市ファミリーサポートセンター

社会貢献事業（一社）ウィメンズ・フォーラムくまもと）

益城町女性活躍推進事業 ましき女性みらい塾

親と子の居場所づくり



熊本地震発災時の男女共同参画の課題

避難所で「おなごは引っ
込んどけ！」と、言われ
話も聞いてもらえなかった

家を片づけるにも仕事に
行くにも、こどもを預かっ
てくれるところがなかった

収入が途絶え、経済的
に困窮した（シングルマ

ザー）

要支援者への理解がな
かった（障害女性）

避難所で寝ているときに
体を触られた

支援者が疲れ切っている

支援を続ける中で見えてきたさまざまな声



①熊本地震を経験したにも関わらず、男女共同参画の

視点での防災の必要性に関する県民の意識も低く、行

政においても具体的な取り組みが少ない

⇒Rinネットワークの活動により男女共同参画の視
点を取り入れた防災活動の事例が増えている

②行政、自治会などでも女性リーダーを求めては

いるが、地域になり手がいない、把握できていない

⇒女性防災リーダーのネットワーク化

③女性防災士は増えているが、活躍の機会が少ない

⇒防災女性リーダーネットワークRinの活動が確立し、（行政、
関係団体、県民全体に）周知されている

②「防災」「女性リーダー」に関する熊本の現状・課題認識

④防災会議における女性委員の割合が低い

（熊本県内市町村の防災会議女性割合平均値8.3％、
女性委員0の市町村3・非公開3）熊本県防災会議における
女性委員比率31.9%。 ※2023年内閣府見える化マップ

⇒県内自治体へ事業報告・提案、働きかけ



③くまもと女性防災リーダー育成プロジェクト～Rin

防災士、消防団、高校生、議員、子ども食堂、
民生委員、地域づくりに携わる女性57名を育成
各地域で活動を広げている

この女性防災リーダーRinネットワークを各地に広げながら、

災害に強い地域づくり・誰一人取り残さない熊本を目指します！

「災害時における女性の視点」を今後の防災・減災政策や地域づくりに生かしていくために、発言力と行動力のあ
る女性人材を発掘・育成するための「防災女性リーダー養成講座」を実施し、人材ネットワークの構築を行う。これ
により再び災害が発生した場合にも、自ら動き助け合うことのできるレジリエンス力の高い地域づくりを目指す
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